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特別支援教育についての学びがある介護等体験の在り方に関する研究

Ⅰ．はじめに
介護等体験ɂ，1997 に「介護等体験特΍ศ（小学ࢳ

校及び中学校の教諭のௐ通еᜬ状ૌ˫にΡる教育ᐳ員е

ᜬศの特΍等に関するศऺ）」が成቏したことにɛり，

小学校及び中学校の教諭のௐ通еᜬ状を՘得しɛうとす

る者に対してᏲ務͇けらɟた体験活動Ⱥある（文部科

学ᅁ ¬2011）ǿɑた，文部科学ᅁの通ᤎ ¨1997© にɛると，

介護等体験のҤްᠲ஖ɂ，「Ᏺ務教育にि̜する教員が

ρ人の߰Ջ及び社会連࢛の理ॡに関する認識を຅ɔるこ

との᥾要性にかɦがみ，教員としての資質向上をَり，

Ᏺ務教育の一࠙の充実をఙする」とȨɟており，介護等

体験が障害のある児቟生徒の理ᜓにम቏つとともに，お

̠いを認ɔ合い，߰᥾し，ともに生きるという理ॡを຅

ɔることにつながることがఙशȨɟているǿ

田中・࿁ࠥ ¨200¶á© ɂ，ွ္۾学における介護等体験

の現状について調査し，特ය教育ច学校（現在の特別支

援学校）Ⱥの体験ɂ，こɟɑȺの障害児に対するϡ᛻ɗ

別的なаоᜊを۰えるɛいきȶかけとなȶていることࢃ

を報֖しているǿȰして，2 日間というᅽいఙ間Ⱥɂあ

るが，ૌഈのあり方ɗ方ศなどを知り，障害のある児቟

生徒と᜔ɟ合い，障害に対する正しい理ᜓをもつきȶか

けとなる۰۾᥾要なमҾのある体験活動Ⱥあるとᇉし

たǿɑた，田中・࿁ࠥ（200¶â）ɂ，体験学生を対象と

した調査から，体験学生自ᡵが介護等体験ɗ̜Ұ指導に

対する意識について調査し，介護等体験が学生にとȶて

意֞のある体験Ⱥあることを明らかにする一方Ⱥ，ɛり

充実ȨȮるたɔの̜Ұ指導の在り方の検討が᥾要Ⱥある

ことを指ଊしたǿȰして，田中・࿁ࠥ（2007）ɂ，特別

支援学校及び社会ᇩᇐஃᜫᐳ員を対象とした調査におい

て，体験学生の態度と知識ɗ介護等体験に対する考えを

明らかにすることȺ，介護等体験の意Ᏺについて考えȨ

Ȯるൡ会をᜫけることの᥾要性をમȥ，̜Ұ̜ऻ指導の

在り方について指ଊしたǿ

ɑた，田実（201¶）ɂ，体験学生に対する̜Ұ̜ऻ調

査において，特別支援学校における介護等体験について

特別支援学校のもつ特ය性にᨺみ，学生が特別支援学校

の体験に෰ɔる内߁のɛり正ᆬなੰ૱ɗւ֞の॒要性に

ついて᜘及したǿ

200¶ に「学校教育ศの一部を改正するศऺ」がуࢳ

Ȩɟ，2007ࢎ にɂ学校教育ศ等の一部改正がஃᚐȨࢳ

ɟたǿこɟにɛりि఼の特ය教育から特別支援教育ɋと

ᢆ૰Ȩɟ，障害のあるпてのࢺ児児቟生徒の教育の一࠙

の充実をَるたɔに，特別支援教育の૜᣹が෰ɔらɟる

ɛうになȶたǿ2012 に文部科学ᅁがᚐȶた調査のፀࢳ

果にɛると，「通ࢠの学ጥに在዗する知的発ᤎにᤂɟɂ

ないものの，学習面Ⱥᕻしいٌᫍをᇉす」とઆ͖が回ኌ

した児቟生徒のҾ合ɂп体の ¶®5¥（30 人学ጥに 1¬2 人）
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摘要

本研究Ⱥɂ，小中学校の教員еᜬ状՘得を目指す学生がᚐう「特別支援学校Ⱥの介護等体験」における॒要な学びɗ

෰ɔらɟる活動について，保護者ɗ実᪨に学校現場ȺЄく教諭を対象とした調査をもとに検討をᚐȶたǿ介護等体験

の̜Ұ学習ɗ̜Ұに۾学Ⱥ学ぶ॒要がある内߁として，「障害に対する基礎知識」「支援の॑ഫえ」があȥらɟ，介護

等体験を通してᡵにつけてɎしいこととして「子Ζのᓦいとこɠを᛻つける姿ӯ」があȥらɟたǿ۾学Ⱥの学びのൡ

会ᆬ保ɗ̜Ұ指導ɗʐキストとなるɶイドブックの充実，ɑた介護等体験छ日の活動内߁の検討と充実が෰ɔらɟるǿ
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ȺあることがᇉȨɟたǿこのことから，現在地域の小・

中学校のઆ͖にも，特別なʕーʄがある児቟生徒に対し

て，一人ひとりの実態に応ȫて，適Ғな指導と॒要な支

援をᚐうことが෰ɔらɟているǿこɟɂ，介護等体験の

ศऺにમȥらɟている「Ᏺ務教育の一࠙の充実」のᠲ஖

と一ᒵしていると考えるǿ

学を΍にとると，小学校ɗ中学校の教員еᜬ状۾山ߋ

՘得に᪨してɵリキʯラʪ上特別支援教育を学ぶផᏲ

ɂ現在のとこɠɂ॒ᬳȺɂないǿ一方Ⱥ，和田・中林

¨201¶© にɛると特別支援学校Ⱥ介護等体験をጶえた学生

の 88®3¥ が介護等体験が特別支援教育の理ᜓにम቏ȶた

とኌえたǿこのことから，特別支援学校Ⱥの介護等体験

ɂ特別支援教育の理ᜓにつながȶており，介護等体験の

充実が学生の特別支援教育の理ᜓを຅ɔると考えらɟ

るǿ

介護等体験特΍ศが成቏してから̾日ɑȺ介護等体験

に関する調査研究ɗ実践報֖がୣ۹くなȨɟてきたǿし

かし，Ȱɟらの研究ɂ学生ɗՙけоɟаȺある特別支援

学校と社会ᇩᇐஃᜫのᐳ員を対象とした調査がɎとɦど

ȺあるǿȰこȺ，本研究Ⱥɂ介護等体験をՙけоɟてい

る特別支援学校の保護者，特別支援を要し通ࢠ学校Ⱥ学

ぶ子Ζをもつ保護者，介護等体験をጽ験した学校現場の

教員を対象として調査を実ஃすることとしたǿ介護等体

験に対する९いɗ要ఖをੰ૱し，保護者ɗ教員のʕーʄ

をᡍɑえ，特別支援教育に関して॒要Ⱥあると考えらɟ

る۾学Ⱥの学びɗ̜Ұ指導の内߁，おɛび介護等体験に

෰ɔらɟるщ体的活動ɗ内߁について検討することを目

的とするǿ

Ⅱ．方法
1．調査Ⅰ（介護等体験を受け入れている T大学附属特
別支援学校の保護者を対象とした調査）

1.1 質問紙の作成
こɟɑȺ，介護等体験をՙけоɟた特別支援学校に在

዗する子をもつ保護者の介護等体験に対する९いについ

て調査をしたаᚐ研究ɂあɑりみらɟないǿこɟɑȺに，

介護等体験の実践に関する研究としてՙけоɟ学校及び

ᇩᇐஃᜫに対する調査についてɑとɔたаᚐ研究として

ɂ田中・࿁ࠥ ¨2007© があるǿɑた，介護等体験の内߁

ɗ̜Ұ̜ऻ指導の在り方についてɑとɔたаᚐ研究とし

てɂ，高႟ら ¨2000© と和田・中林 ¨2015© があるǿ̾回

の保護者向けの質ץጤを作成するにあたり，こうしたа

ᚐ研究をՎ考にしつつ，͏˩の˧点にႡ意して，調査ᬱ

目をᤣްしたǿ

ቼ一に，回ኌ者の「子Ζのࢳᳮ」ɗ「介護等体験につ

いての理ᜓ」を՘り上ȥたǿ

ቼ̝に，介護等体験の̜Ұ指導と活動内߁「̜Ұに学

ɦȺきてɎしいこと」「体験中に学ɦȺɎしいこと」「活

動内߁の要ఖ」を՘り上ȥたǿ「̜Ұに学ɦȺきてɎし

いこと」「体験中に学ɦȺɎしいこと」についてɂ 5 段

階᜻ްȺ回ኌを෰ɔたǿ「活動内߁の要ఖ」についてɂ，

ᛓୣᤣ੻としたǿ

ቼ˧に，介護等体験に対する९い「॒要性」「体験学

生のՙけоɟに対する९い」「介護等体験についての意

᛻」を՘り上ȥたǿ「介護等体験についての意᛻」ɂ自

ႏ記ᣖとしたǿ

1.2 調査内容及び項目の選定
͏上の検討をɈɑえて，表 1にᇉすɛうな質ץጤを作

成したǿ調査ᬱ目ɂ，「1® 回ኌ者のക要について」「2® 教

員を目指す学生と子Ζの関ɢりについて」「3® 介護等体

験に対する९いについて」の 3 ᬱ目，14۾ 中ᬱ目Ⱥഫ

成したǿ

1.3 調査の実施
（1）調査対象

介護等体験をՙけоɟている Ô 学᪀ࠖ特別支援学۾

校の保護者 59 名（͏˩，特別支援学校保護者とする）

を対象としたǿȰのうȴ 49 名から回Ֆを得たǿ回Ֆလ

ɂ 83®0 ¥ Ⱥあȶたǿ

（2）調査時期・手続き
2017 ࢳ 5 ఌ中஘に質ץጤを Ô 学᪀ࠖ特別支援学校۾

にᥓࢎし，¶ ఌ 23 日を回Ֆఙ᪅として回ՖをΗᭅしたǿ

介護等体験の内߁の充実を目的とする基礎資୳を得るた

ɔに活ႊする点，調査ႊጤɂᪿ᜛ऻに៪͖をもȶてᆍ೅

し，プライʚシーに関することをِくՋަする点等に

ついてのᝢ明をጤ面上Ⱥᚐȶたǿなお，ᥓࢎ及び回Ֆ

ɂ Ô 学᪀ࠖ特別支援学校にて介護等体験આछ者とյ۾

学ࢳのઆ͖がᚐȶたǿ

2．調査Ⅱ（T県内の通常学校に在籍する特別な支援を
要する子をもつ保護者を対象とした調査）
2.1 質問紙の作成
̾回の保護者向けの質ץጤを作成するにあたり，調査

Ƌの質ץጤとպറの視点Ⱥ，調査ᬱ目をᤣްしたǿ

2.2 調査内容及び項目の選定
表 2 にᇉすɛうな質ץጤを作成したǿ調査ᬱ目ɂ，

「1® 回ኌ者のക要について」「2® 教員を目指す学生と子

Ζの関ɢりについて」「3® 介護等体験に対する९いにつ

いて」の 3 ᬱ目，9中ᬱ目Ⱥഫ成したǿ۾

2.3 調査の実施
（1）調査対象

Ôᅇ内の通ࢠ学校に在዗する特別な支援を要する子を

もつ保護者として「特別な支援を要する子をもつ保護者

Ⱥഫ成する発ᤎ支援クラブに੔ࠖする保護者」20 名（͏

˩，通ࢠ学校保護者とする）を対象としたǿȰのうȴ

15 名から回ኌを得たǿ回Ֆလɂ，75®0¥ Ⱥあȶたǿなお，

すȺに子Ζが中学校をԤഈした保護者等からも回ኌを得
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特別支援教育についての学びがある介護等体験の在り方に関する研究

調査ᬱ目 調査内߁

1ᴫ回ኌ者のക要について 1®1　続౤

1®2　子Ζのࢳᳮ

1®3　子Ζの在዗学ጥ

1®4　介護等体験の認知

2ᴫ学生と子Ζとの関ɢりについて 2®1　学生が̜Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいこと

2®2　学生が体験を通して学びᡵに͇けてɎしいこと

2®3　体験内߁の要ఖ

3ᴫ介護等体験に対する९いについて 3®1　介護等体験の॒要性

3®2　介護等体験についての意᛻

表 2　通常学校の保護者を対象とする質問紙調査の項目と内容

調査ᬱ目 調査内߁

1ᴫ回ኌ者のക要について 1®1　続౤

1®2　子Ζのࢳᳮ

1®3　介護等体験の認知

2ᴫ学生と子Ζとの関ɢりについて 2®1　学生ՙけоɟに対する˪ާの఍ི

2®2　˪ާの内߁

2®3　学生ՙけоɟのʫリットの఍ི

2®4　Ȱの理ႏ

2®5　学生が̜Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいこと

2®¶　学生が体験を通して学びᡵに͇けてɎしいこと

2®7　体験内߁の要ఖ

3ᴫ介護等体験に対する९いについて 3®1　介護等体験の॒要性

3®2　教員を目指す学生のՙけоɟについて

3®3　Ȱの理ႏ

3®4　介護等体験についての意᛻

表 1　特別支援学校の保護者を対象とする質問紙調査の項目と内容

らɟたǿ̾回ɂ，пてֆɔて分析をᚐうこととしたǿ

（2）調査時期・手続き
Ôᅇ内の通ࢠ学校に在዗する特別な支援を要する子を

もつ保護者Ⱥഫ成する発ᤎ支援クラブの៪͖者にΗᭅし

たǿ活動日Ⱥある 2017 ࢳ ¶ ఌ 24 日にᥓࢎし，7 ఌ 10

日を回Ֆఙ᪅としたǿ介護等体験の内߁の充実を目的と

する基礎資୳を得るたɔに活ႊする点，調査ႊጤɂᪿ᜛

ऻに៪͖をもȶてᆍ೅し，プライʚシーに関することを

ِくՋަする点等のᝢ明をした上Ⱥ記оをΗᭅしたǿȰ

の場Ⱥ記оȺきる人ɂȰの日に回Ֆし，記оȺきない人

からɂऻ日᥄ᣞにて回Ֆしたǿ

3．調査Ⅲ（Ｔ県の 6年次研修に参加した教員を対象と
した調査）

3.1 質問紙の作成
現ᐳの教員の介護等体験に対する९いについて調査を

したаᚐ研究ɂあɑりみらɟないǿ調査Ƌ・ƌの質ץጤ

をՎ考にしつつ，͏˩の˧点にႡ意して，調査ᬱ目をᤣ

ްしたǿ

ቼ一に，回ኌ者について「性別」「ࢳᳮ」「ӱ務校・આ

छ」「੔఍еᜬ状」「特別な支援を要する児቟生徒のઆछ

ጽ験」を՘り上ȥたǿ

ቼ̝に，介護等体験の̜Ұ指導と活動内߁「̜Ұに学

ɦȺきてɎしいこと」「体験中に学ɦȺɎしいこと」「活

動内߁の要ఖ」を՘り上ȥたǿщ体的にɂ質ץጤ調査Ƌ

とպറȺあるǿ

ቼ˧に，介護等体験に対する९い「॒要性」「介護等

体験の学びのम቏ȴ」「介護等体験についての意᛻」を

՘り上ȥたǿ「介護等体験についての意᛻」ɂ自ႏ記ᣖ

としたǿ

3.2 調査内容及び項目の選定
͏上の検討をɈɑえて，表 3にᇉすɛうな質ץጤを作

成したǿ調査ᬱ目ɂ，「1® 回ኌ者のക要について」「2® 介

護等体験の՘ጸについて」「3® 介護等体験に対する९い

について」の 3 ᬱ目，11۾ 中ᬱ目Ⱥഫ成したǿ

3.3 調査の実施
（1）調査対象

Ô ᅇの ¶ ඒ研修にՎӏした教員ࢳ 188 名（͏˩，¶ ࢳ

ඒ教諭とする © を対象としたǿȰのうȴ，15¶ 名から回

ኌを得たǿ回Ֆလɂ，83®0¥ Ⱥあȶたǿ
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（2）調査時期・手続き
Ô ᅇの ¶ ඒ研修がᚐɢɟたࢳ 2017 ࢳ 11 ఌ 14 日にᥓ

の充実を目的とする基礎資୳߁したǿ介護等体験の内ࢎ

を得るたɔに活ႊする点，調査ႊጤɂᪿ᜛ऻに៪͖を

もȶてᆍ೅し，プライʚシーに関することをِくՋަす

る点等についてのᝢ明をጤ面上Ⱥᚐい，記оをΗᭅしたǿ

なお，ᥓࢎ・回Ֆɂ̜Ұに ඒ研修આछ者にΗᭅしたǿࢳ¶

Ⅲ．結果
1．調査Ⅰ（特別支援学校保護者を対象とした調査）に
ついて

1.1 回答者の概要について　　　
特別支援学校保護者 49 名の内ᜭɂ，「ීᜆ」が 4¶ 名

¨93®9¥©，「ྸᜆ」が 3 名 ¨¶®1¥© Ⱥあり，子Ζの在዗学部

についてɂ，「小学部」が 15 名 ¨30®¶¥©，「中学部」が 15

名 ¨30®¶¥©，「高等部」が 19 名 ¨38®8¥© だȶたǿ教࢙を

目指す学生が，2 日間の介護等体験をᚐうことについて

「知ȶている」が22名 ¨44®9¥©，「知らない」が，27名 ¨55®1¥©

Ⱥあȶたǿ

1.2 教員を目指す学生と子供との関わりについて
（1）学生が子供と関わることへの不安について

介護等体験Ⱥ学生が子Ζと関ɢることについて，「˪

ާɂない」が 49 名中 31 名 「し˪ާがあるߵ」，©3¥®3¶¨

が 18 名（3¶®7¥© Ⱥあȶたǿ˪ާの理ႏをᛓୣ回ኌȺ尋

ɀたとこɠ，「学生の૚し方」18名中 9名 ¨52®9¥©，ඒいȺ，

「学生の知識」8名 ¨47®1¥©，「学生のɗる෥」5名 ¨29®4¥©，

「子Ζが፯張ɗ˪ާになること」4名 ¨23®5¥©，「ρ人情報

の໫えい」2名 ¨11®8¥© があȥらɟたǿ

（2）学生が子供と関わることのメリットについて
学生が，学校Ⱥ子Ζと関ɢることについて 4件ศȺ尋

ɀたとこɠ，「とてもɛいと९う」が49名中34名 ¨70®8¥©，

が「しɛいと९うߵ」 14 名 ¨29®2¥©，「ɛいと९ɢない」

が 0 名 ¨0®0¥©，「ఝ記о」が 1 名 ¨2®0¥© Ⱥあȶたǿɛい

と९う理ႏとしてɂ，「子Ζがいɠいɠなࢳ代の方と関

ɢりをもつことがȺきる」，「子Ζがᔌい方と૚すること

を学ぶൡ会となる」，「いɠいɠな障害者がいることを学

生に理ᜓしてもらえる」，「学生にもいɠいɠな子Ζがい

ることの認識を຅ɔてもらȶたら，఼߬，子Ζも地域Ⱥ

もȶとͳみɗすくなȶていくのȺɂと考えるから」など

があȥらɟたǿ

（3）介護等体験前に大学で学んでほしいことについて
学生が介護等体験Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいことに

ついて，17 ᬱ目をあȥてȰɟȱɟについて 5 件ศȺ尋

ɀたǿፀ果について「とても९う」と「ɗɗ९う」を合

ɢȮてᪿ᜛をしたとこɠ，ఊも۹かȶたᬱ目ɂ，「障害

についての基礎知識」の 49 名中 48 名 ¨98®0¥© Ⱥあȶたǿ

ඒいȺ，「児቟生徒との関ɢり方」「児቟生徒との支援の

̈́方」47 名 ¨95®9¥© Ⱥあȶたǿ「児቟生徒を९いɗる෥

持ȴ」「ρɋの᜘ᕹ૔け」が 4¶ 名（93®9¥）Ⱥあȶた（表 4）ǿ

（4）介護等体験を通して学び身に付けてほしいことに
ついて
学生が介護等体験を通して学びᡵに͇けてɎしいこと

について，19 ᬱ目をあȥてȰɟȱɟについて 5 件ศȺ

尋ɀたǿፀ果について「とても९う」と「ɗɗ९う」を

合ɢȮてᪿ᜛をしたとこɠ，ఊも۹かȶたᬱ目ɂ，「教

࢙の児቟生徒と向き合う姿ӯ」「児቟生徒との関ɢり方」

Ⱥあり，49 名中 4¶ 名 ¨93®9¥© ȺあȶたǿඒいȺ，「児቟

生徒のᓦいとこɠを᛻つける姿ӯ」45 名 ¨91®8¥©，「児቟

生徒を९いɗる෥持ȴ」が 44 名 ¨89®8¥© Ⱥあȶた（表 5）ǿ

（5）介護等体験に望む活動内容について
学生が介護等体験Ⱥᚐȶたらɛいと考える活動内߁を

ᛓୣ回ኌȺ尋ɀたとこɠ，「レクリɲーション活動ɋの

Վӏ」と「ૌഈȺの学習支援のᛃӒ」がともに 49 名中

28 名 ¨58®3¥© Ⱥ一Ⴍ۹く，ඒに「児቟生徒のᝈしᄾਖ਼」

27名 ¨5¶®3¥©，「学ጥ活動ɗ学校ᚐ̜等クラス指導のᛃӒ」

22 名 ¨45®8¥©，「ሉ動の᪨の対応ɗᛃӒ」19 名 ¨39®¶¥© Ⱥ

あȶたǿ児቟生徒と関ɢる活動内߁が高いፀ果となȶたǿ

調査ᬱ目 調査内߁

1ᴫ回ኌ者のക要について 1®1　性別

ᳮࢳ　2®1

1®3　ӱ務校・આछ

1®4　੔఍еᜬ状

1®5　特別な支援を要する児቟生徒のઆछጽ験

2ᴫ介護等体験の՘ጸについて 2®1　学生が̜Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいこと

2®2　学生が体験を通して学びᡵに͇けてɎしい

こと

2®3　体験内߁の要ఖ

3ᴫ介護等体験に対する९いについて 3®1　介護等体験の॒要性

3®2　介護等体験の学びのम቏ȴ

3®3　介護等体験についての意᛻

表 3　6年次教諭を対象とする質問紙調査の項目と内容
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1.3 介護等体験に対する思いについて
（1）介護等体験の必要性について

教࢙を目指す学生にとȶて，特別支援学校Ⱥの介護等

体験の॒要性があると९うかを尋ɀたፀ果，「あると९

う」が 49 名中 48 名 ¨98®0¥©，「९ɢない」が 1 名 ¨2®0¥©

Ⱥあȶたǿ9 Ҿ͏上の保護者が，特別支援学校Ⱥの介護

等体験の॒要性を感ȫているፀ果が得らɟたǿ

（2）介護等体験の受け入れについて
介護等体験のՙけоɟについてɂ，「फ़くՙけоɟる

ことがȺきる」が 49 名中 27 名 ¨55®1¥©，「ՙけоɟるこ

とがȺきる」が 22 名 ¨44®9¥©，「ՙけоɟることがȺき

ない」が 0名 ¨0®0¥© Ⱥあȶたǿ

（3）介護等体験についての意見（自由記述）より
「介護等体験についての意᛻ ¨ 自ႏ記ᣖ ©」ɂ，20 名

からあȥらɟたǿ「障害者をもつᜆからすると，ɑȭɂ，

छ校Ⱥ，かかɢりあȶて理ᜓを຅ɔてᬯきたいと९いɑ

す」，「۾人Ⱥあȶても子ΖȺあȶても一人ひとりȰɟȱ

ɟの支援の̈́方ɂᤏうと९うのȺρȁにあȶた支援・対

応が॒要Ⱥあることを学ɦȺɎしいと९いɑす」などの

「障害の理ᜓ」に関する意᛻ɗ，「介護等体験をᚐうこと

ɂ，通ࢠጥの学習Ⱥも生かȮることがあるのȺɂと९い

ɑす」「地域の学校の教࢙に一Ⴍ障害児を理ᜓしてɎし

いȺす」などの「఼߬につなȥてɎしい९い」に関する

意᛻があȶたǿ

2．調査Ⅱ（通常学校保護者を対象とした調査）について
2.1 回答者の概要について
通ࢠ学校保護者15名の内ᜭɂ，「ීᜆ」が15名 ¨100®0¥©

Ⱥあり，子Ζのࢳᳮɂ，「小学生」が ¶ 名 ¨40®0¥©，「中

学生」が ¶ 名 ¨40®0¥©，「高校生」が 2 名 ¨13®3¥©，「社会

人」が 1 名 ¨¶®7¥© Ⱥあȶたǿ教࢙を目指す学生が，2 日

間の介護等体験をᚐうことについて「知ȶている」が 3

名 ¨20®0¥©，「知らない」が 12 名 ¨80®0¥© Ⱥあȶたǿ

2.2 介護等体験の取り組みについて
（1）介護等体験前に大学で学んできてほしいことにつ
いて
学生が介護等体験Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいことに

ついて，17 ᬱ目をあȥてȰɟȱɟについて 5 件ศȺ尋

ɀたǿፀ果について「とても९う」と「ɗɗ९う」を合

ɢȮてᪿ᜛をしたとこɠ，ఊも۹かȶたᬱ目ɂ，「特別

支援学校のക要」15 名中 15 名 ¨100®0¥© Ⱥあȶたǿඒい

Ⱥ，「介護等体験の意Ᏺ・目的」「特別支援教育に関する

Ҥ度」「特別支援学校の校内体Ҥの୥϶」「児቟生徒を९

いɗる෥持ȴ」「児቟生徒との関ɢり方」「児቟生徒との

支援の̈́方」「ρɋの᜘ᕹ૔け」「п体ɋの᜘ᕹ૔け」Ⱥ

あり，15 名中 14 名 ¨93®3¥© あȶた（表 4）ǿ

（2）介護等体験を通して学び身に付けてほしいことに
ついて
学生が介護等体験を通して学びᡵに͇けてɎしいこ

とについて，19 ᬱ目をあȥてȰɟȱɟについて 5 件ศ

Ⱥ尋ɀたǿፀ果について「とても९う」と「ɗɗ९う」

を合ɢȮてᪿ᜛をしたとこɠ，ఊも۹かȶたᬱ目ɂ，

調査Ƌ ¨î½49） 調査ƌ ¨î½15） 調査ƍ（î½15¶）

人ୣ ¨ 人） Ҿ合（¥） 人ୣ ¨ 人） Ҿ合（¥） 人ୣ ¨ 人） Ҿ合（¥）

1® 介護等体験の意Ᏺ・目的 45 91®8  14  93®3  140  89®7 

2® 特別支援教育に関するҤ度 42 85®8  14  93®3  135  8¶®5 

3® 特別支援学校のക要 43 87®8  15  100®0  140  89®7 

4® 特別支援学校の校内体Ҥの୥϶ 35 71®4  14  93®3  113  72®4 

5® 特別支援学校と外部の連ଆൡ関 38 77®¶  13  8¶®7  112  71®8 

¶® 障害に対する基礎知識 48 98®0  13  8¶®7  152  97®4 

7® 児቟生徒一人ひとりの特性に対する理ᜓ 41 83®¶  13  8¶®7  140  89®7 

8® 学校Ⱥの児቟生徒のറ子 3¶ 73®4  13  8¶®7  128  82®1 

9® 支援の॑ഫえ 45 91®8  14  93®3  142  91®0 

10® 児቟生徒を९いɗる෥持ȴ 4¶ 93®9  14  93®3  137  87®8 

11® 児቟生徒との関ɢり方 47 95®9  14  93®3  140  89®7 

12® 児቟生徒ɋの支援の̈́方 47 95®9  14  93®3  137  88®5 

13® ρɋの᜘ᕹ૔け 4¶ 93®9  14  93®3  125  80®1 

14® п体ɋの᜘ᕹ૔け 44 89®8  14  93®3  118  75®¶ 

15® 児቟生徒がᤈȧしɗすいၥہ୥϶ 42 85®8  13  8¶®7  123  78®8 

1¶® 学生のఏ装・態度 27 55®1  13  8¶®7  117  75®0 

17® ᇊЕ・作ศ（઱ણなど） 39 79®5  13  8¶®7  124  79®5 

表 4　介護等体験前に学んできてほしいこと
「とても思う」・「やや思う」と回答した人数と割合
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「児቟生徒のᓦいとこɠを᛻つける姿ӯ」15 名中 15 名

¨100®0¥© ȺあȶたǿඒいȺ，「児቟生徒一人ひとりの特

性に対する理ᜓ」「支援の॑ഫえ」「児቟生徒を९いɗる

෥持ȴ」「教࢙の児቟生徒と向き合う姿ӯ」「児቟生徒と

の関ɢり方」「支援の内߁ɗ方ศ」「児቟生徒との支援の

̈́方」「ρɋの᜘ᕹ૔け」「п体ɋの᜘ᕹ૔け」「児቟生

徒がᤈȧしɗすいၥہ୥϶」が 14名 ¨93®3¥© Ⱥあȶた（表

5）ǿ

（3）介護等体験に望む活動内容について
学生が介護等体験Ⱥᚐȶたらɛいと考える活動内߁を

ᛓୣ回ኌȺ尋ɀたとこɠ，「児቟生徒のᝈしᄾਖ਼」が 15

名中 10 名 ¨¶¶®7¥© Ⱥ一Ⴍ۹く，ඒに「ፈ᭥の指導ɗᛃӒ」

が 8名 ¨53®3¥©，「着ఉえの指導ɗᛃӒ」が 7名 ¨4¶®7¥©，「校

ᓃ内活動のᚐ̜に関する指導のᛃӒ」と「校ᓃ外活動の

ᚐ̜ e۾会等に関する指導のᛃӒ」がともに ¶名 ¨40®0¥©

Ⱥあȶたǿ児቟生徒と関ɢる活動内߁ɋの要ఖが高かȶ

たǿ

2.3 介護等体験に対する思いについて
（1）介護等体験の必要性について

教࢙を目指す学生にとȶて，特別支援学校Ⱥの介護等

体験の॒要性があると९うかを尋ɀたፀ果，「あると९

う」が 15 名中 15 名 ¨100®0¥©，「९ɢない」が 0名 ¨0®0¥©

Ⱥあȶたǿ

（2） 介護等体験についての意見（自由記述）より
「介護等体験についての意᛻ （自ႏ記ᣖ）」ɂ，11 名か

らあȥらɟたǿщ体的な内߁ɂඒのとおりȺあȶたǿ「ど

うしたらɛいかɂ，ɑだɢからなくてもいいのȺ，とに

かくいɠɦなことに෥͇いてもらいたい」，「障害がある

ことがかɢいȰうとɂ९ɢないȺ，۰۾だけɟども，特

別なことȺɂないことを理ᜓしてɎしい」，「支援学校の

子Ζたȴとഒしかȶたり，ݼしかȶたりするጽ験をたく

ȨɦしてきてɎしい」，「ͷにٌȶている子か，Ȱの子が

ɢかる（Ⱥきる）ɛうに教員ɂどɦな܁ࡾɗ指導をして

いるかᜊ察して˩Ȩい」，「通ࢠ学ጥの子Ζᤎがٌȶてい

ることに෥͇いてもらえ，Ȱこに対ѿして˩Ȩるၥہを

作ȶてɎしいのȺ，Ȱのことを考えらɟる体験をしてɎ

しいȺす」，「ਾ৻している子（ਖ਼をかɦだり，ᦵኂをか

ȫȶたり）のറ子も᛻てきてくだȨいǿץᭉᚐ動と९ɢ

ɟる動きをਾ৻と᛻ると，ͷȺつɑȭいているのかの෥

͇きになるかもしɟɑȮɦ」，「子Ζɂ（۾人も）10 人

いɟɃ 10 通りのρ性があり，つɑȭくՁ因ɗٌȶてい

ることもпてႱなりɑす」など，「特別な支援を要する

子Ζɋの理ᜓと対応」に関することがあȥらɟたǿ　

3．調査Ⅲ (6 年次教諭を対象とした調査 ) について
3.1 回答者の概要について
（1）性別と年齢について

¶ ඒ教諭ࢳ 15¶ 名の内ᜭɂ，「ܤ性」が 77名 ¨49®4¥©，「႒

性」が 79 名 ¨50®¶¥© Ⱥあȶたǿࢳᳮɂ「20 代」が ¶8 名

¨43®¶¥©，「30 代」が 72 名 ¨4¶®2¥©，「40 代」が 14 名 ¨9®0¥©，

調査Ƌ ¨î½49） 調査ƌ ¨î½15） 調査ƍ（î½15¶）

人ୣ ¨ 人） Ҿ合（¥） 人ୣ ¨ 人） Ҿ合（¥） 人ୣ ¨ 人） Ҿ合（¥）

1® 介護等体験の意Ᏺ・目的 41 83®7  12  80®0  119  7¶®3 

2® 特別支援教育に関するҤ度 33 ¶7®3  12  80®0  119  7¶®3 

3® 特別支援学校のക要 30 ¶1®2  13  8¶®7  130  83®3 

4® 特別支援学校の校内体Ҥの୥϶ 30 ¶1®2  13  8¶®7  11¶  74®4 

5® 特別支援学校と外部の連ଆൡ関 33 ¶7®3  13  8¶®7  12¶  80®8 

¶® 障害に対する基礎知識 43 87®8  13  8¶®7  147  94®2 

7® 児቟生徒一人ひとりの特性に対する理ᜓ 43 87®8  14  93®3  144  92®3 

8® 支援の॑ഫえ 39 79®¶  14  93®3  14¶  93®¶ 

9® 児቟生徒を९いɗる෥持ȴ 44 89®8  14  93®3  145  92®9 

10® 教࢙の児቟生徒と向き合う姿ӯ 4¶ 93®9  14  93®3  140  89®7 

11® 児቟生徒のᓦいとこɠを᛻つける姿ӯ 45 91®8  15  100®0  137  87®8 

12® 児቟生徒との関ɢり方 4¶ 93®9  14  93®3  14¶  93®¶ 

13® 支援の内߁ɗ方ศ 43 87®8  12  80®0  144  92®3 

14® 児቟生徒ɋの支援の̈́方 43 87®8  14  93®3  143  91®7 

15® ρɋの᜘ᕹ૔け 43 87®8  14  93®3  141  90®4 

1¶® п体ɋの᜘ᕹ૔け 39 79®¶  14  93®3  135  8¶®5 

17® 児቟生徒がᤈȧしɗすいၥہ୥϶ 38 77®¶  14  93®3  142  91®0 

18® 学生のఏ装・態度 25 51®0  13  8¶®7  112  ¶¶®7 

19® ᇊЕ・作ศ（઱ણなど） 35 71®4  13  8¶®7  118  75®¶ 

表 5　介護等体験を通して身に付けてほしいこと
「とても思う」・「やや思う」と回答した人数と割合



ᴪ 52 ᴪ ᴪ 53 ᴪ

特別支援教育についての学びがある介護等体験の在り方に関する研究

「50 代」が 2名 ¨1®3¥© Ⱥあȶたǿ

（2）勤務校について
ӱ務している学校ሗɂ，「小学校」が 15¶ 名中 53 名

¨34®0¥©，「中学校」が 44 名 ¨28®2¥©，「高等学校」が 39

名 ¨25®0¥©，「特別支援学校」が 18 名 「ሓٛࢺ」，©5¥®11¨

が 2名 ¨1®3¥© Ⱥあȶたǿ

（3）所有免許状について
੔఍еᜬ状ɂ，「中学校教諭еᜬ」が 15¶ 名中 117 名

¨75®0¥©，「高等学校教諭еᜬ」が 112 名 ¨71®8¥©，「小学

校教諭еᜬ」が 75 名 ¨48®1¥©，「特別支援学校教諭еᜬ」

が 2¶ 名 が「ሓٛ教諭еᜬࢺ」，©7¥®¶1¨ 21 名 ¨13®5¥©，「養

護教諭еᜬ」が 3名 ¨1®9¥©，「ಂ養ۢеᜬ」が 2名 ¨1®3¥©，

「ಂ養教諭еᜬ」が 1名 ¨0®¶¥©，「Ȱのͅ」が 2名（1®3¥）

Ⱥあȶたǿ

（4） 特別な支援を要する児童生徒の担当経験について
特別な支援を要する児቟生徒のઆछጽ験についてɂ，

「ጽ験がある」が 15¶ 名中 131 名（84®0¥©，「ጽ験がない」

が 25 名 ¨1¶®0¥© Ⱥあȶたǿ8 Ҿ͏上が，こɟɑȺ特別な

支援を要する児቟生徒をઆछしたጽ験があȶたǿ

3.2 介護等体験の取り組みについて
（1）介護等体験前に大学で学んできてほしいことにつ
いて
学生が介護等体験Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいことに

ついて，17 ᬱ目をあȥてȰɟȱɟについて 5 件ศȺ尋

ɀたǿፀ果について「とても९う」と「ɗɗ९う」を合

ɢȮてᪿ᜛をしたとこɠ，ఊも۹かȶたᬱ目ɂ，「障害

に対する基礎知識」Ⱥあり，15¶名中152名 ¨97®4¥©Ⱥあȶ

たǿඒいȺ，「支援の॑ഫえ」142 名 ¨91®0¥© あȶたǿ3

Ⴍ目ɂ，「介護等体験の意Ᏺ・目的」「児቟生徒との関ɢ

り方」140 名 ¨89®7¥© Ⱥあȶた（表 4）ǿ

（2）介護等体験を通して学び身に付けてほしいことに
ついて
学生が介護等体験を通して学びᡵに͇けてɎしいこと

について，19 ᬱ目をあȥてȰɟȱɟについて 5 件ศȺ

尋ɀたǿፀ果について「とても९う」と「ɗɗ९う」を

合ɢȮてᪿ᜛をしたとこɠ，ఊも۹かȶたᬱ目ɂ，「障

害に対する基礎知識」Ⱥあり，15¶ 名中 147 名 ¨94®2¥©

ȺあȶたǿඒいȺ，「支援の॑ഫえ」「児቟生徒との関ɢ

り方」14¶ 名 ¨93®¶¥©，「児቟生徒を९いɗる෥持ȴ」145

名 ¨92®9¥© Ⱥあȶた（表 5）ǿ

（3）介護等体験に望む活動内容について
学生が介護等体験Ⱥᚐȶたらɛいと考える活動内߁

をᛓୣ回ኌȺ尋ɀたとこɠ，「児቟生徒のᝈしᄾਖ਼」が

15¶ 名中 130 名 ¨83®3¥© Ⱥ一Ⴍ۹く，ඒに「校ᓃ内活動

のᚐ̜に関する指導のᛃӒ」が 93 名 ¨59®¶¥©，「ૌഈȺ

の学習支援のᛃӒ」が 80 名 ¨51®3¥©，「レクリɲーショ

ン活動ɋのՎӏ」が 74 名 ¨47®4¥© Ⱥあȶたǿ¶ ඒ研修ࢳ

にՎӏした教員ɂ，介護等体験にՎӏする学生に対して

児቟生徒と関ɢる活動内߁をఖɓҾ合が高かȶたǿ

3.3 介護等体験に対する思いについて
（1）介護等体験の必要性について

教࢙を目指す学生にとȶて，特別支援学校Ⱥの介護等

体験の॒要性があると९うかを尋ɀたፀ果，「あると९

う」が 15¶ 名中 143 名 ¨91®7¥©，「९ɢない」が 13 名 ¨8®3¥©

Ⱥあȶたǿ

（2）介護等体験の学びの現在の仕事に役立っているか
について
特別支援学校Ⱥの介護等体験をᚐȶた 15¶ 名中 113 名

に，特別支援学校Ⱥの介護等体験の学びɂ現在の̜̈́に

म቏ȶているかを尋ɀたፀ果，「म቏ȶている」が 113

名中 84 名 ¨74®3¥©，「म቏ȶていない」が 29 名 ¨25®7¥©

Ⱥあȶたǿ

「現在の̜̈́にम቏ȶているщ体的内߁ ¨ 自ႏ記ᣖ ©」

ɂ 77 名からあȥらɟたǿ内߁をキーʹードȧとにɵʐ

ɾリー分けしたとこɠ，現在の̜̈́にम቏ȶている介護

等体験の学びɂඒのḧからḪの 4つに分けらɟたǿ

1 つ目ɂ「児቟とᄽ૚かかɢるൡ会をもつことがȺき

るたɔ，児቟理ᜓをする上Ⱥम቏ȶたと९いɑす」「児

቟生徒一人一人のρ性について学べたこと」などの「ḧ

子Ζ理ᜓ（障害理ᜓ）」ǿ2 つ目ɂ，「障害をもつ子Ζɋ

の関ɢり方ɗ学習指導，特別支援学校の体Ҥ（ÔÔ）な

ど」「特別な支援を要する子Ζ，ȰうȺない子Ⱥも一人

の子Ζと関ɢるときの॑ഫえɗ一人一人の子Ζとの関ɢ

り方等，通ࢠ学ጥにも通ȫるとこɠがいɠいɠあると९

う」「ЄくҰに特別な支援を॒要とする児቟との関ɢり，

子Ζの特性ɗ関ɢり方など学べるのɂᓦいൡ会だȶた」

「ρȁのʕーʄに応ȫていこうとする姿ӯが養えた」「特

別支援学校の実᪨をқɔて目のあたりにして指導ɋのщ

体的なイʫージがɢいた」「学習面，ၥہ面，どȴらに

おいてもʚリアフリーになる試みの在り方を知ることが

Ⱥきた」などの「Ḩ子Ζとの関ɢり方ɗ支援方ศ」ǿ3

つ目ɂ，「自分の知らない世界を知ることがȺきたのが

ɛかȶたǿ特別支援学ጥのઆ͖になȶたときにあɑり˪

ާに感ȫなかȶた」「教育のՁ点があると९いɑすǿこ

のɛうな教育現場がある̜を知ȶておくことɂとても۾

Ғだと感ȫɑした」「特支の教員を目指すきȶかけとな

りɑした」「世の中にɂいɠいɠな人がいてӒけ合ȶて

生きているという̜を感ȫ，Ȱɟを子Ζにͤえるときに

म቏ȶている（自分の॑の៣ႇとなȶている）」「小学校

においてɂ地域のᇩᇐʅンターɗ᛻ަり᪞の方等いɠい

ɠな方と関ɢる場があるǿ፱合ɗᤍ徳Ⱥ子Ζに学習ȨȮ

るうえȺ教࢙自ᡵ知ȶておくといいものがある」などの

「ḩ自ᡵの教育ᜊ」ǿ4 つ目ɂ，「特別支援学校のमҾɗ

റ子」「基礎的な知識ɗൡ関との連ଆ等」などの「Ḫ特

別支援教育の在り方と連ଆ」Ⱥあȶたǿ

（3） 介護等体験についての意見（自由記述）より
「介護等体験にఖɓこと（自ႏ記ᣖ）」ɂ，72 名から

あȥらɟたǿ内߁をキーʹードȧとにɵʐɾリー分けし

たとこɠ，「介護等体験にఖɓこと」ɂඒのḧからḪの
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4 つに分けらɟたǿ1 つ目ɂ，「ሌ度にɛる支援のᤏい，

Ԗ別して対応Ⱥきる支援の在り方」「支援の̈́方ɗۦ૔

けの̈́方（ρ人・п体）・特別支援教育の॑ഫえについ

て」「子Ζたȴの実態を᛻て，子Ζたȴպۢがどう関ɢȶ

ているのか教࢙が子Ζたȴにどうかかɢȶているのかを

学べたらɛいと९う」「2 日間Ⱥ理ᜓすることɂᫍしいǿ

とにかく，生徒をɛく᛻て，Ȱの対応をする教員をɛく

᛻るǿȰして，ሥ഍的にૌഈɗ活動のᛃӒにоる」など

の「ḧ子Ζɋの関ɢり方ɗ支援方ศ」ǿ2 つ目ɂ，「通ࢠ

学ጥにおける特別支援教育の在り方について学べたらɛ

い」「現在の̜̈́Ⱥも教޷内にɂͷ人もの支援を॒要と

する児቟がいるǿȰの児቟との関ɢり方の基本的な姿ӯ

を学生の஽に学べたらと९う」「通ࢠጥȺの෥になる子

Ζɋの対応ɗ，Ȱの஽にٌȶたらᄾᝬするൡ関について

の知識」，「通ࢠ学ጥにおける特別支援教育の在り方につ

いて学べたらɛい」などの「Ḩ通ࢠ学ጥにおける特別支

援教育の在り方と校内体Ҥ，ᄾᝬൡ関などの知識・情報」ǿ

3 つ目ɂ，「生徒の特性についての理ᜓ」などの「ḩ子

Ζ理ᜓ ¨ 障害理ᜓ ©」ǿ4 つ目ɂ，保護者との対応，連ፅ

の在り方について」「保護者ɋの対応について学べたら

ɛい」などの「Ḫ保護者ɋの対応」Ⱥあȶたǿ

4．調査Ⅰ・Ⅱ・Ⅲより
（1）事前指導に求められることについて

学生が介護等体験Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいことに

ついての回ኌ「とても९う」「ɗɗ९う」「どȴらともい

えない」「あɑり९ɢない」「пく९ɢない」をȰɟȱɟ

5・4・3・2・1 点としてᪿ᜛をᚐい，٫ࢲを෰ɔたǿ特

別支援学校保護者（調査Ƌ）と通ࢠ学校保護者（調査ƌ），

¶ ඒ教諭（調査ƍ）のࢳ 3 者のፀ果をَ 1 にᇉしたǿ特

別支援学校保護者がͅと比較して高い傾向が᛻らɟたᬱ

目ɂ，「障害に対する基礎知識」「児቟生徒との関ɢり方」

「児቟生徒ɋの支援の̈́方」Ⱥあȶたǿ通ࢠ学校保護者

がͅと比較して高い傾向が᛻らɟたᬱ目ɂ，「特別支援

学校の校内体Ҥの୥϶」「п体ɋの᜘ᕹ૔け」「児቟生徒

がᤈȧしɗすいၥہ୥϶」Ⱥあȶたǿ¶ ඒ教諭がͅとࢳ

比較して高い傾向が᛻らɟたᬱ目ɂ，「児቟生徒一人ひ

とりの特性に対する理ᜓ」Ⱥあȶたǿ3 者ともに高いᬱ

目ɂ，「障害に対する基礎知識」「支援の॑ഫえ」「児቟

生徒を९いɗる෥持ȴ」「介護等体験の意Ᏺ・目的」Ⱥあȶ

たǿ

（2）介護等体験に求められる学びについて
介護等体験に෰ɔらɟる学びについての回ኌ「とても

९う」「ɗɗ९う」「どȴらともいえない」「あɑり९ɢ

ない」「пく९ɢない」をȰɟȱɟ 5・4・3・2・1 点と

してᪿ᜛をᚐい，٫ࢲを෰ɔたǿ特別支援学校保護者（調

査Ƌ）と通ࢠ学校保護者（調査ƌ），¶ ඒ教諭（調査ࢳ

ƍ）の 3者に尋ɀたፀ果をَ 2にᇉしたǿ特別支援学校

保護者がͅと比較して高い傾向が᛻らɟたᬱ目ɂ，「介

護等体験の意Ᏺ・目的」「教࢙の児቟生徒と向き合う姿ӯ」

Ⱥあȶたǿ通ࢠ学校保護者がͅと比較して高い傾向が᛻

らɟたᬱ目ɂ，「特別支援学校の校内体Ҥの୥϶」「п体

ɋの᜘ᕹ૔け」「ᇊЕ・作ศ（઱ણなど）」Ⱥあȶたǿ¶

ඒ教諭がͅと比較して高い傾向が᛻らɟたᬱ目ɂ，「障ࢳ

害に対する基礎知識」「支援の内߁ɗ方ศ」Ⱥあȶたǿ3

者ともに高いᬱ目ɂ，「児቟生徒を९いɗる෥持ȴ」「教

࢙の児቟生徒と向き合う姿ӯ」「児቟生徒のᓦいとこɠ

を᛻つける姿ӯ」Ⱥあȶたǿ

（3）介護等体験に求められる活動内容について
介護等体験に෰ɔらɟる活動内߁について特別支援学

校保護者（調査Ƌ）と通ࢠ学校保護者（調査ƌ），¶ ࢳ

ඒ教諭（調査ƍ）の 3 者に尋ɀたፀ果をَ 3 にᇉしたǿ

3 者ともに一Ⴍ高かȶたᬱ目ɂ，「児቟生徒のᝈしᄾਖ਼」

「校ᓃ内活動のᚐ̜に関する指導のᛃӒ」「ፈ᭥の指導ɗ
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ᛃӒ」「着ఉえの指導ɗᛃӒ」「レクリɲーション活動の

Վӏ」Ⱥあȶたǿ෰ɔらɟる活動内߁として，3 者とも

に児቟生徒と関ɢる活動内߁をあȥているፀ果が得らɟ

たǿ

Ⅳ．考察
介護等体験のՙけоɟ校Ⱥある特別支援学校の保護者

ɂ，学生が子Ζと関ɢることについてɂᓦいことと回ኌ

しており，通ࢠ学校保護者も॒要Ⱥあると回ኌしているǿ

ɑた，¶ ඒ教諭のࢳ 7 Ҿ͏上が介護等体験ɂ現在の̜̈́

にम቏ȶていると回ኌしており，このことから，保護者

と教諭ともに介護等体験の意Ᏺを感ȫていると考えらɟ

るǿ一方Ⱥ，介護等体験について知らない保護者も۹い

ことɗ学生が子Ζと関ɢることに˪ާを੿えている保護

者もいることから，介護等体験が保護者と学生の˵者に

とȶてɛりɛい体験となるɛうな改ױもఖɑɟるǿ

1．大学や介護等体験の事前指導に求められることにつ
いて
学生が介護等体験Ұに۾学Ⱥ学ɦȺきてɎしいことと

してఊも高いᬱ目ɂ，「障害に対する基礎知識」Ⱥあȶたǿ

自ႏ記ᣖからɂ，「Ȋ特別な支援を॒要とする子Ζの理ᜓȋ

Ȋ地域の小・中学校に在዗する特別な支援を要する子Ζ

の理ᜓȋȊ通ࢠ学校における特別支援教育ȋについて学

ɦȺきてɎしい」という内߁が۹ୣみらɟたǿこのɛう

な特別支援教育の基礎知識を得ることも，̜Ұ指導Ⱥఖ

ɑɟていると考えらɟるǿ現在，Ô۾学の̜Ұ指導ȺΈ

ႊȨɟている介護等体験のɶイドブック Á（ߋ山۾学

人間発ᤎ科学部᪀ࠖ特別支援学校，2017）とɶイドブッ

ク Â（п国特別支援学校長会，2010）にɂ，特別支援学
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校に在዗する児቟生徒の障害が中॑に記ᢐȨɟており，

通ࢠ学校に在዗する児቟生徒の障害に関する記ᢐɂɎと

ɦどない（表 ¶）ǿしたがȶて，発ᤎ障害に関する基礎

知識について۾学Ⱥ̜Ұに学ぶൡ会をᜫްすることɗ介

護等体験の̜Ұ指導Ⱥ充実することがఖɑɟるǿあるい

ɂ，介護等体験のɶイドブックにɢかりɗすく記ᢐする，

記ᢐ内߁を増ɗすなどの対応が॒要と考えるǿ

2．介護等体験に求められる学びについて
学生が介護等体験を通して学びᡵにつけてɎしいこと

として，ఊも۹くあȥらɟたᬱ目ɂ，「子Ζのᓦいとこ

ɠを᛻つける姿ӯ」Ⱥあȶたǿ自ႏ記ᣖにおいてもպറ

な記ᢐが۹くみらɟたたɔ，ɛりऐく෰ɔらɟているこ

とがɢかるǿこのことについてɂ，介護等体験の活動内

として，子Ζのᓦいとこɠを᛻つけるたɔの関ɢるൡ߁

会をᜫけることがఖɑɟるǿɑた，ᓦいとこɠを᛻つ

け，͡み஽間ɗፈ᭥の஽間などͤえることがȺきる஽間

をしȶかりとᆬ保することが۾Ғと考えるǿȨらに，調

査ፀ果のҾ合ɂ高くɂないが自ႏ記ᣖにおいて「特別支

援学校と外部との連ଆൡ関」に関する知識を介護等体験

中に学ɦȺきてɎしいという意᛻もあȥらɟたǿ特別支

援学校にᚐくことがȺきる貴᥾なൡ会だからこȰ，「特

別支援学校のക要」ɗ「特別支援学校と外部との連ଆൡ

関」のことについて学ぶ॒要があると考えらɟるǿ特に

通ࢠ学校保護者と ඒ教諭からあȥらɟた意᛻Ⱥあるࢳ¶

ことから，通ࢠ学校において॒要と考えらɟるᬱ目Ⱥあ

ることがうかがえるǿӏえて，通ࢠ学ጥにおける発ᤎ障

害の子ΖのҾ合が増ӏしている教育の現状にͧい，介護

等体験を通して学ぶべき内߁としてఖɑɟていると考え

らɟるǿこのことについてɂ，活動内߁として՘りоɟ

るというɛりɂ，特別支援学校Ⱥ実᪨に᛻学ɗ体験する

ことɗ۾学における学ぶൡ会のᜫް，Ȱして介護等体験

のɶイドブックɋの記ᢐなどの対応も合ɢȮて॒要と考

えるǿ

ɶイドブック Á ɶイドブックÂ

ᬱ目
記ᢐの

఍ི

ʤージୣ

（᜛ 34 ᬮ）

記ᢐの

఍ི

ʤージୣ

¨142 ᬮ）

介護等体験の意Ᏺ・目的について ǳ 8 ǳ 7

特別支援教育に関するҤ度について ą 0 ǳ 34

特別支援学校のക要について ǳ 5 ǳ 2¶

特別支援学校の校内体Ҥの୥϶について ą 0 ǭ 1

特別支援学校と外部の連ଆൡ関について ą 0 ǭ 1

障害に対する基礎知識について ǭƆ 1 1 ǳƆ 2 13

児቟生徒一人ひとりの特性に対する理ᜓについて ą 0 ǭ 1

介護等体験をᚐう特別支援学校Ⱥの児቟生徒のറ子について ǳ 4 ǵ 2

支援の॑ഫえについて ǵ 2 ǳ 8

児቟生徒を९いɗる෥持ȴについて ǭ 0®5 ǭ 1

特別支援学校の教࢙の子どもと向き合う姿ӯについて ą 0 ǭ 0®5

特別支援学校教࢙の児቟生徒のᓦいとこɠを᛻つける姿ӯについて ǭ 0®5 ǭ 1

児቟生徒との関ɢり方について ǵ 3®5 ǳ 3

支援の内߁ɗ方ศについて ą 0 ǭ 1

児቟生徒との支援の̈́方について ą 0 ǭ 1

ρɋの᜘ᕹ૔けについて ą 0 ǭ 1

п体ɋの᜘ᕹ૔けについて ą 0 ǭ 1

児቟生徒がᤈȧしɗすいၥہ୥϶について ą 0 ǭ 0®5

介護等体験஽における学生のఏ装・態度について ǭ 0®5 ǭ 1

介護等体験஽における学生の態度について ǵ 2 ǭ 1

Ȱのͅ（ਖ਼続き・感৊・資୳） 7 37

Ɔ 1：知的障害についての記ᢐ 1ʤージ

Ɔ 2：13 ʤージ中，視ᜁ障害についての記ᢐ 2®5 ʤージ，ᐱᜁ障害についての記ᢐ 2®5 ʤージ

知的障害についての記ᢐ 2®5 ʤージ，ᑆ体˪自ႏについての記ᢐ 2®5 ʤージ

გऍについての記ᢐ 2®5 ʤージ，発ᤎ障害についての記ᢐ 0®5 ʤージ

記ᢐ఍ིの基ໄ ǳ：3 ʤージ͏上

ǲ：1®5 ʤージ͏上～ 3ʤージఝ満

ǭ：0®5 ʤージ͏上～ 1®5 ʤージఝ満

ą：0®5 ʤージఝ満

表 6　T県内で使用している介護等体験ガイドブックにおける記載の現状



ᴪ 5¶ ᴪ ᴪ 57 ᴪ

特別支援教育についての学びがある介護等体験の在り方に関する研究

3．介護等体験に求められる活動内容について
介護等体験の活動内߁としてఊも۹くあȥらɟたᬱ目

ɂ，「児቟生徒のᝈしᄾਖ਼」「校ᓃ内活動のᚐ̜に関する

指導のᛃӒ」「レクリɲーション活動のՎӏ」Ⱥあȶたǿ

自ႏ記ᣖにɂ学生が児቟生徒と関ɢることのʫリットに

ついての記ᢐも۹かȶたǿщ体的にɂ，児቟生徒がいɠ

いɠな人と関ɢりをもȶたり，人にᒾ֞を持ȴ，質ץɗ

会ᝈをしたりといȶた「ɽミʯʕケーション能力の増ӏ」

ɗ۾学生がоることにɛȶて遊び・体を動かすことなど，

一緒にȫȶくりと関ɢȶてもらえるといȶた「活動のࢥ

のࢿがり」が考えらɟるǿこのことから，介護等体験の

活動内߁としてૌഈɗറ子のᜊ察だけȺɂなく，ᄽ૚関

ɢることがȺきる活動を۹く՘りоɟることɂ，۾学生

にとȶても児቟生徒にとȶてもɛいൡ会になると考えら

ɟるǿ

̾ऻɂ，̾回のፀ果から得らɟた内߁と現在の教育現

場の実態ɗ෰ɔらɟていることなどをᡍɑえて，۾学に

おける特別支援教育の充実と，特別支援教育の学びがあ

る介護等体験をあɢȮて実ஃしていくことが॒要Ⱥあ

るǿ特別支援学校Ⱥの介護等体験が特別支援教育の学び

の場の 1 つとなり，支援を要する児቟生徒とȰの保護者，

教員を目指す学生の˵者にとȶてɛりɛい体験となるこ

とがఖɑɟるǿ
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